
第３学年 道徳学習指導案 

 

日 時 平成２９年９月２８日（木）５校時 

児 童 ３年２組 男１７名 女１２名 計２９名 

指導者 郷内 早紀 

 

１ 主題名  温かい心を大切に  （B 親切，思いやり） 

 

２ 教材名  「一さつのおくりもの」 （出典 東京書籍 明るい心で ３年） 

 

３ 主題について 

⑴  児童について 

本学級の児童は，困っている友達を進んで助けようとしたり，手伝おうとしたりするやさしさを

もっている。給食をこぼしてしまった友達がいたら一緒に床を拭いてあげたり，担任に｢お手伝い

はありませんか？｣と自分から聞きに来てくれたりする。反面，自己中心的に考え，相手に対する

配慮のない言い方や行動を取ってしまう場面もみられる。自分のことに夢中になると，「自分さえ

よければ」と考えてしまい，相手の気持ちを考えた言動を取ることが難しい。そこで，温かい心で

相手に接することの心地よさやすばらしさを感得し，それを日常生活につなげることで，思いやり

の心や親切な行為への意欲につなげていくようにしたい。 

道徳の授業では，進んで自分の考えを発言しようとする児童が少ないため，ペアでの話合いの時

間を設定している。互いに思いや考えを伝え合うことで，多様な考えに気付けるようになってきて

いる。 

⑵ 価値について 

第３学年及び第４学年の内容の「B 親切，思いやり」は「相手のことを思いやり，進んで親切

にすること。」とある。これは，よりよい人間関係を築くうえで求められる基本姿勢として，相手

に対する思いやりの心をもち親切にすることに関する内容項目である。この内容項目は，次のよう

に発展していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人は，自分のことばかりを考えたり，自分の思いだけを主張したりしていては望ましい人間関係

を構築することはできない。お互いが相手に対して思いやりの心をもって接するようにすることが

不可欠である。思いやりとは，相手の気持ちや立場を自分のことに置き換えて推し量り，相手に対

低学年 

身近にいる人に温

かい心で接し，親

切にすること。 

中学年 

相手のことを思い

やり，進んで親切

にすること。 

高学年 

誰に対しても思い

やりの心をもち，

相手の立場に立っ

て親切にするこ

と。 

中学校 

思いやりの心をも

って人と接すると

ともに，家族など

の支えや多くの

人々の善意により

日々の生活や現在

の自分があること

に感謝し，進んで

それに応え，人間

愛の精神を深める

こと。 



してよかれと思う気持ちを相手に向けることである。そのためには，相手の存在を受け入れ，相手

のよさを見いだそうとする姿勢が求められる。具体的には，相手の立場を考えたり相手の気持ちを

想像したりすることを通して励ましや援助をすることである。また，単に手を差し伸べることだけ

ではなく，時には相手のことを考えて温かく見守ることも親切な行為としての表れである。相手の

ことを親身になって考えようとする態度を育てることが期待される。 

特に学校生活においては，学校の人々や友達など様々な人と直接的に多様な関わり合いをもてる

ようにすることが求められる。その上で，相手の立場を考えたり，相手の気持ちを思いやったりす

ることを通して，思いやりや親切な行為の意義を実感できる機会をつくっていくことが重要である。 

 

⑶ 資料について 

本資料は，主人公のクマタが，大水害にあった山向こうの村の子供たちに自分のお気に入りの絵

本を送る話である。最も大切にしている本だけはあげられないと思っていたクマタだが，大水害に

あった子供たちを見舞うため，悩みに悩んでこの本を送ることに決めた。その後，本を受け取った

ウサギのササエからお礼の手紙が届き，嬉しくなったクマタはササエに返事を書く。 

相手の置かれている状況を考えて行動した主人公の温かい心や，気持ちの推移を感じ取ることで，

「親切」について考えを深めることのできる資料である。 

 

⑷ 指導にあたって 

導入では，事前アンケートを用いて「親切」について話し合い，「親切にすること」につい

て考えていこうとする気持ちをもたせる。 

展開では，子供たちにもある心の弱さに触れることで，相手のことを思いやる主人公の温か

い心や，大切な絵本をおくるかどうか悩む主人公の心の葛藤に気付くことができるようにした

い。 

終末では，日常生活での親切な行為を考えるとともに，本時の学習で学んだことをまとめさ

せ，これからの生活につなげていきたい。 

 

４ 本時の指導 

⑴ ねらい 

相手のことを思いやり，進んで親切にしようとする心情を育てる。 

⑵ 研究内容に関わる手立てについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容１】・・・言語活動を充実させる単元構想 

・「２（4）指導にあたって」を参照 

【研究内容２】・・・思いをもって伝え合う言語活動 

・クマタが悩みに悩んで本をあげることに決めた理由について，思いを表出させるため

に，ワークシートに書く活動を取り入れる。【言語活動１】 

・「親切にすること」の価値に迫るために，ペアでの話合いを取り入れる。 

【言語活動２】 

【研究内容３】・・・高まりを自覚させる振り返り 

・進んで親切にしようとする気持ちを高めるために，日常生活での親切な行為を考えさ

せる。 

・振り返りの視点を与え，学習を通して学んだことをまとめさせる。 



⑶ 展開 

 学習活動と主な発問 予想される児童の反応 指導上の留意点 

導

入 

 

５

分 

１ 「親切」の捉え方を

確かめる。 

○「親切」とは，どんな

ことでしょうか。 

 

２ 課題を確認する。 

 

 

 

 

・人に優しくすること。 

・困っている人を助けること。 

 

 

 

・事前アンケートで「親切」に

ついての捉え方を把握し，提

示する。 

・本時のねらいを明確に話す。 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「一さつのおくりも

の」を読み，話し合

う。 

○クマタは，この絵本を

読んで，どんな感想を

もったでしょうか。 

 

○クマタは，一晩，どん

なことを考えていたで

しょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎クマタは，どうしてお

気に入りの本をあげた

のでしょう。 

 

 

○「おへんじ，書いたよ

う。」と，手紙を高く振

ったときのクマタは，

どんな気持ちでしょう

か。 

 

 

・キツネの子はえらい。 

・自分にはできないことができ

てすごい。 

 

 

・きずや汚れがないのはこの本

だけだ。でも，あげたくない

な。 

・ほかの本をあげようかな。 

・あげてしまったら，もうこの

本が読めなくなってしまう

な。 

 

・この本を読んだら，元気を出

してもらえるかな。 

・キツネの子のようになりた

い。 

・ふかみどり村の子供たちに喜

んでもらいたい。 

・きずのない本をあげたら喜ん

でもらえると思ったから。 

・自分のことよりも，ふかみど

り村の子供たちのことを考え

たから。 

・喜んでもらえてよかった。 

・本をあげてよかった。 

・キツネの子のようと言われて

うれしい。 

・いい気持ちだな。 

 

 

・キツネの子の友達を思う気持

ちと行為に心を打たれている

が，自分にはできないと思っ

ているクマタの気持ちを押さ

える。 

・お気に入りの本をあげたいけ

れど，あげたくないと思って

いるクマタの気持ちを共感さ

せるため，必要に応じて「自

分のお気に入りのものを簡単

にあげられる？」などの補助

発問を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

・全体に発問をした後，それを

もとに自分の思いを表出させ

るため，ワークシートに書か

せる。【言語活動１】 

 

・自分の気持ちと行為が相手に

届いたことを喜ぶクマタに共

感させる。 

 

 

「親切にすること」について考えよう。 



展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35

分 

○「親切にすること」と

は，どういうことなの

でしょうか。 

 

 

 

 

 

４ 自分の生活を振り返

る。 

○人に親切にしたこと

（してもらったこと）

がありますか。 

・相手のためにすること。 

・相手を思いやってすること。 

・相手の気持ちを考えて行動す

ること。 

 

 

 

 

 

 

・絵の具の水をこぼしてしまっ

た友達がいたので，一緒に水

を拭いてあげた。 

・大変そうだったので，当番の

仕事を手伝ってあげた。 

・発問の前に，課題に立ち返

り，学習内容を振り返る。 

・価値に迫るため，ペアでの話

合いを取り入れる。 

【言語活動２】 

・親切な行為は，相手の気持ち

や状況を思いやってする行為

であることを押さえる。 

 

 

・日常生活での親切な行為につ

いて具体的に発表させる。 

・児童の発言を認め，親切な行

為を価値付ける。 

終

末 

 

 

５

分 

５ 今日の学習について

振り返る。 

○今日の課題についての

自分の考えを書きまし

ょう。 

 

 

・困っている人がいたら，その

人の立場になって考えてあげ

たい。 

・どうしたら本当に喜んでもら

えるのかを考えて，人に親切

にしたい。 

 

 

・ワークシートに学習の振り返

りをさせ，相手のことを思い

やり，進んで親切にしようと

する心情をもたせる。 



⑷ 板書計画 
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＜挿絵＞ 

本を読む

クマタ 

＜挿絵＞ 

喜ぶクマタ 

・あげたくないな。 

・ほかの本をあげよう

かな。 

・読めなくなるのはい

やだ。 

 

・元気づけたい。 

・よろこんでもらいた

い。 

・キツネの子のようにな

りたい。 

＜挿絵＞ 

大雨が降り続く

ふかみどり村 

＜挿絵＞ 

悩むクマタ 


